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[bookmark: _GoBack]目を疑う児童や障がい者の虐待などに関するニュースが飛び込んできます。
その度にまたか。と悲痛な気持ちになります。得も言われぬ気持に襲われ胸が痛くなるためニュースを直視できないこともあります。
今年の4月に障害者差別解消法が施行されました。この福岡市育成会だよりの149号にも詳しく掲載されていますし、色々なところで目にします。
私たち職員も法人研修の一環として繰り返し研修を重ねています。私が普段、支援を
行ううえで一番難しく感じているのは誤解による偏見や合理的配慮についてです。
白杖を持った人=目が見えない方。そんな誤解から、白杖を持った方が携帯を扱っているのを見て「見えてるじゃん。」と・・・そのこえにものすごいショックで、人前で携帯を触れなくなった方がいます。
弱視の方も白杖を持っているという認知がなかったのです。知っていればこんな発言はなかった筈です。
ご本人のことを考え、必要な支援を行っていく。文章では当たり前のことのように書けますがこれが一番難しいもので、まずは相手を知ることから始まります。「心と心をつなぐ」、「より良い生活、豊かな生活」、「わけ隔てのない」、「当たり前の」、「共生社会」。素敵な言葉が並びますが・・・素敵で終わらせないようにしなければいけません。
もっとご本人のことを知っていれば他のことが提供出来たのに。そんなことが一つでも減るように心がけ、また、それがチームとして展開していけるように支援していくよう行っています。
話しは変わりますが、先のリオオリンピックで特に感じたことはパラリンピックについてです。過去のオリンピックに比べ放送時間や表彰に対する内容などが随分と増えたと感じました。とても素晴らしいことです。
パラリンピックとは、「もう一つのオリンピック」の意味をもたせ、parallel（平行の）＋Olympicsというもので、4年に1回オリンピック開催地で行われる「障害者スポーツ最高峰の大会」とのこと。今はオリンピックとは別ものですが、いつか一緒にならないかな。
まずは、開会式と閉会式の合同開催かな。

